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【要約】

退院時看護要約 (以 下、看護サマリ)は、介護介入、病棟間での情報共有に重要なツール

として活用されているが、看護サマリ作成は状況によつては作成に多くの時間を要し、心

理的負担が大きくかかる。現在、わが国では生産年齢人日の減少、マンパワー不足の深刻

化が問題となっているが、当院においても人員配置基準を何とか満たしつつ、日々 の業務

を維持している状況となっている。よつて、看護師の業務負荷軽減が重要な課題となって

おり、生成 AIを看護サマリ作成業務に適応し看護師業務効率化を目指すこととし、試験的

に生成 AIを用いて看護サマリ作成業務に適応してみた。結果、看護サマジの作成時間と心

理的負担の大幅な低減効果が得られると仮説が立てられた。その仮説を実証するため、今

回生成 AIの使用の有無で比較しデータを集め、実証実験を行つたのでここに報告する。


